　日本神学研究センター主催　第三回　研究会のご案内

　日本神学研究センターでは、第三回の研究会を以下のように開催します。今回の主題は、「ニカイアから1700年―正統信仰の模索と伝道」としました。キリスト教の正統教理の確立は、325年のニカイア（現トルコのイズニク）での第一回公会議にまで遡ります。その後、ニカイアの信仰は、381年のニカイア・コンスタンティノポリスに継承され、今日にいたっています。日本の教会もまたニカイア信条を信仰の基礎に据えながら、そもそも正統とは何かという問いを模索しています。今回も、主題の基調講演と質疑、研究発表を行います。教職、信徒を問わず、どなたでも参加できます。奮ってご参加ください。

1． 日時：２０２6年２月９日（月）午後1時～5時30分
2． 場所：大森めぐみ教会（大田区池上1－19―35）　教育会館1階めぐみホール
3． 方法：対面とZoom　基本は対面としますが、当日直接お出でになれない方のためにZoomでの参加もできます。
4． 参加費：資料代等（1000円）（当日納めてください）。Zoomでの参加者も、城南信用金庫　池上支店　普通預金　口座番号　828892　口座名義　日本神学研究センターに事前にお振込みください。
5． 主題：「ニカイアから1700年―正統信仰の模索と伝道」
6． プログラム　午後1時開始   
1時～2時：主題講演１　関川泰寛（大森めぐみ教会）　
「ニカイアの信仰とカルヴァン、そしてボンヘッファー」
2時～2時45分：主題講演２　中本純（仙台東六番丁教会）
「トマス・クランマーの聖餐論―国家的聖餐論の変遷」
 3時15分～４時：主題講演３　中村恵太（駿府教会）
　　　　　　「ニカイア信条と伝道」
４時～４時45分　酒谷薫（東京大学、同志社大学）
「高齢化社会におけるスピリチュアルケアの課題と実践」
4時45分～5時30分　「韓国の長老教会を訪問して」　関川祐一郎（井草教会）
6時～7時　夕食と懇親（参加希望者）（懇親会夕食代は、希望者のみ千円）

Zoomでの参加者には、招待メールを送りますので、adfontes7@mbh.nifty.com関川まで、申し込んでください（２月3日までに）。当日参加者は事前の申し込みは不要ですが、参加人数の概数を知りたいので、参加申し込みをメールあるいはファックスでしてくださると助かります。
（ファックスは、03―3752―1440（℡・Fax共用））夕食希望者は、2月3日までにメールをください。当日、夕食代千円をお支払いください。
問い合わせは、adfontes7@mbh.nifty.com　℡　03－3752-1440　関川まで
